
１
月
２
日
、
尾
村
利
成
県
議
と

橘
・
吉
儀
・
田
中
の
市
議
団
は
、

松
江
駅
前
に
お
い
て
、
今
年
最
初

の
街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

岩
田
剛
東
部
地
区
委
員
長
の
司

会
で
、
尾
村
利
成
県
議
が
「
今
年

は
島
根
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
か

ど
う
か
が
問
わ
れ
る
年
と
な
る
。

松
江
市
民
20
万
人
の
命
を
守
る
た

め
、
原
発
は
絶
対
に
動
か
さ
な
い

と
い
う
立
場
で
頑
張
る
。
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
橘
祥
朗
市
議
は
、
「
11

月
議
会
で
、
党
が
提
案
し
た
少
人

数
学
級
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

案
を
最
大
会
派
が
補
足
し
て
提
案

し
、
議
会
が
採
択
し
た
こ
と
を
報

告
。吉

儀
敬
子
市
議
は
、
昨
年
「
桜

を
見
る
会
」
が
、
赤
旗
日
曜
版
の

ス
ク
ー
プ
と
国
会
で
の
田
村
智
子

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員
の
追
求

を
き
っ
か
け
に
野
党
が
「
追
求
本

部
」
を
立
ち
上
げ
、
大
き
く
前
進

し
た
こ
と
を
報
告
。

田
中
は
じ
め
市
議
は
「
原
発
の

な
い
松
江
市
」
を
選
挙
公
約
に
掲

げ
て
当
選
し
、
公
約
実
現
の
た
め

に
原
発
避
難
計
画
に
つ
い
て
11
月

議
会
で
追
及
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

尾
村
県
議
と
、
橘
・
吉
儀
・
田

中
の
３
名
の
市
議
団
は
、
し
っ
か

り
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
市
政
・

県
政
・
国
政
に
対
し
て
力
を
合
わ

せ
て
奮
闘
す
る
決
意
を
込
め
て
訴

え
ま
し
た
。

車
の
中
か
ら
手
を
振
っ
て
の
応

援
、
最
後
ま
で
聞
い
て
見
送
っ
て

く
だ
さ
る
方
な
ど
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

吉
儀
敬
子
市
議
は
、
代
表
質
問

で
、
市
と
し
て
の
災
害
対
策
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

問
…
内
閣
府
の
作
成
し
た
「
避
難

所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い

て①
市
立
体
育
館
等
で
発
電
機
の
使

用
訓
練
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

答
…
体
育
館
の
非
常
用
発
電
設
備

の
操
作
訓
練
は
、
業
者
の
指
導
を

受
け
、
職
員
が
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
。
21
公
民
館
と
８
支
所
、
市

役
所
な
ど
に
配
備
の
69
基
の
発
電

機
は
、
防
災
訓
練
で
使
用
。
、
定

期
点
検
も
実
施
し
て
い
る
。

②
国
際
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
よ
る

「
被
災
者
も
尊
厳
あ
る
生
活
を
す

る
権
利
が
あ
る
」
と
い
う
視
点
が

避
難
所
基
準
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答
…
健
康
で
衛
生
的
な
避
難
所
生

活
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

③
す
べ
て
の
避
難
者
の
尊
厳
を

守
る
た
め
、
女
性
が
政
策
決
定
に

か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
。

答
…
「
女
性
の
視
点
に
よ
る
防
災

対
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

女
性
の
視
点
で
の
備
蓄
物
の
選
定
、

避
難
所
運
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

行
っ
て
い
る
。

④
つ
い
た
て
、
ベ
ッ
ト
、
ト
イ
レ

な
ど
ど
れ
だ
け
必
要
か
積
算
し
て

い
る
の
か
。

答
…
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
衛

星
環
境
の
保
全
は
大
変
重
要
で
あ

る
が
、
市
の
備
蓄
は
不
十
分
で
あ

り
今
後
対
応
す
る
。
ト
イ
レ
は
、

簡
易
ト
イ
レ
や
薬
剤
を
年
次
的
に

備
蓄
し
、
避
難
所
の
衛
生
環
境
の

保
全
を
進
め
る
。

隔週日曜日発行 新 し い 松 江 2020年1月12日 2164号(1)

解散総選挙で
安倍政治の

転換を

島
根
県
教
委
は
11
月
、
「
少

人
数
学
級
編
制
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
等
を
議
会
に
提
案

し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
内
容
に
よ
る
と
、

中
学
１
年
以
外
の
１
学
級
の
人

数
の
上
限
を
２
か
ら
３
人
増
や

す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
単
に
１
学
級
の
人
数

が
２
か
ら
３
人
増
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

小
学
１
年
生
が
31
人
に
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
は
16
人
と
15
人
の
２

ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
31
人
の
１

ク
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
（
図
参
照
）
。

市
内
の
学
校
か
ら
は
、
「
１

人
で
も
多
く
の
教
員
が
必
要
な

時
、
逆
行
す
る
施
策
で
す
」
な

ど
、
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
す

す
め
る
島
根
の
会
（
事
務
局
：

島
根
県
教
組
）
」
は
、
現
行
の

少
人
数
学
級
の
継
続
を
と
、
年

末
か
ら
署
名
に
も
と
り
く
み
始

め
て
い
ま
す
。
年
明
け
か
ら
は

Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
宣
伝
や
店
頭
行

動
な
ど
を
行
う
予
定
に
し
て
い

ま
す

島
根
が
全
国
に
誇
る
『
小
中
学
校
の
少
人
数
学
級
』

そ
の
ま
ま
継
続
を
！

２
０
２
０
年
の
新
し
い
年
を
迎
え

日
本
共
産
党
県
議
・
市
議
団
が
街
頭
か
ら
挨
拶

11
月
議
会
は
、
12
月
17
日
で

終
了
し
ま
し
た
。
３
市
議
と
も

に
質
問
に
立
ち
、
憲
法
・
平
和

問
題
、
医
療
問
題
、
原
発
問
題
、

災
害
対
策
、
保
育
・
教
育
問
題
、

消
費
税
増
税
問
題
、
市
役
所
内

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
等
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

今
議
会
は
、
意
見
書
提
案
で

前
進
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
市

議
団
が
９
月
議
会
に
提
案
し
て

い
た
「
過
去
最
低
と
な
っ
た
食

料
自
給
率
を
引
き
上
げ
る
施
策

を
求
め
る
意
見
書
」
案
が
11
月

議
会
で
松
政
ク
ラ
ブ
の
提
案
と

な
り
、
全
会
一
致
で
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

「
少
人
数
学
級
編
成
」
等
の

現
行
制
度
堅
持
を
求
め
る
意
見

書
は
、
党
市
議
団
の
提
案
を
修

正
し
て
松
政
ク
ラ
ブ
、
公
明
ク

ラ
ブ
、
友
愛
ク
ラ
ブ
の
賛
成
多

数
で
採
択
。
県
へ
の
意
見
書
提

出
が
実
現
し
ま
し
た
。
市
民
の

利
益
を
守
る
た
め
に
、
共
闘
し

て
意
見
書
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

１
１
月
議
会

共
闘
し
て
市
民
の
利
益
守
る

尊
厳
あ
る
生
活
が
で
き
る
避
難
生
活
の
保
障
を

吉
儀
敬
子
市
議
の
代
表
質
問
②

県庁前抗議行動 県議・市議団が街頭から挨拶

吉儀けい子
市議会議員


